
県立高等学校重点校制度に係る成果報告書 

学校名 八頭高等学校 

重点項目 スポーツ・文化芸術活動重点校 提出日 令和５年４月２８日 

 

１ 学校目標 

生徒信条「真摯明朗」「克己盡力」の校風を継承し、素直で明るく、心身共にたくましい人材の育成 

（１）授業に集中 

①高校生活や授業におけるマナーの徹底。 

②全教科で公開授業や研究授業を実施するとともに、積極的にＡＬやＩＣＴに係る研修に取り組み、生
徒の主体的な学びを支援する。 

③一人一台端末の効果的な活用と、新学習指導要領、特に観点別評価の導入について円滑に対応する。 

（２）行事で団結・部活は熱中 

①本校独自の活動を通して八頭高生としてのアイデンティティーを育むとともに、地域から信頼される
学校作りを行う。 

②生徒の悩みに的確に対処し、心身の健全な発達を促すとともに、学習との両立を意識した計画的・効
率的な部活動運営を行う。 

（３）進路に挑戦 

①基礎学力の確実な定着に取り組むとともに、生徒の習熟度に応じた高い学力の育成を図る。 

  ②多様な進路に対応しながらも安易に妥協させず高い志望に挑戦させる。 

２ 重点項目に係る目標・成果 

目標 成果 

（１）学校と部活動の両立を通して八頭高生らしい態
度を育成する。 

（２）運動部活動、体育類型の活性化によって優れた
アスリートを育成する。 

（３）文化部活動の活性化によって創造性豊かな人材
を育成する。 

 

＜数値目標＞ 

 次の部活動について、全国大会への出場を目標とす
る。（実人数８０名） 

 男子ホッケー部・女子ホッケー部（上位入賞）、陸上
競技部、剣道部、柔道部、書道部、放送部 

 全国大会出場は７つの部活動となり、実人数８７
名が出場した。男子高校駅伝では悲願の初出場を果
たすことができた。放送部及び書道部では、高総文
祭以外の大会等において輝かしい成果を収めた。 

 

＜数値結果＞ 

陸上競技部 

・男子全国高等学校駅伝競走大会初出場 

・都道府県対抗男子駅伝出場（２名） 

男子ホッケー部 

・全国高等学校総合体育大会第３位 

 大会優秀選手に３名選出。 

・全国高等学校選抜大会第３位 

 大会優秀選手に３名選出。 

 うち１名は、2022年ユーズ日本代表選手（U-18）
に選出されるともにU-17の主将を務めた。 

女子ホッケー部 

・全国高等学校選抜大会出場 

卓球部 

・全国高等学校総合体育大会出場（男子個人１名） 

柔道部 

・全国高等学校総合体育大会出場（女子個人２名） 

・全国高校選手権大会出場（女子個人３名、うち１
名は無差別級第５位） 

放送部 

・全国高等学校総合文化祭出場（アナウンス部門１
名、ビデオメッセージ部門１名） 

・全国高校放送コンテスト出場（アナウンス部門１
名、番組３部門６名） 

書道部 

・高野山競書大会（全日本書道連盟賞（６位相当）
１、高野山協会賞（１０位相当）１） 

・全国高校生大作書道展（大作優秀賞） 

・全国公募書道展「放哉を書く」（鳥取県教育長賞 

（第５席）、鳥取市教育長賞（第７席）、秀作２、
佳作１） 

・国際高校生選抜書展（入選５） 

様式２ 



３ 実施事業 

【高等学校課事業】 

○外部人材活用事業（社会人講師活用事業） 

 ・ウェイトトレーニングの理論と実践（１１月１０日） 

  →とっとりまなびや園の 赤穂 弘樹 氏を講師として招聘。フリーウエイトによる理論と実際を学ぶ
ことにより、最先端のトレーニング理論と方法を身につけることができた。スポーツを科学的に分析
する視点を養成し、自身のパフォーマンス向上と、将来の指導者候補として理論と指導能力の基礎を
養うことができた。 

 ・エアロビックダンス講習会（１２月９日） 

→Fitness Ja-んぐる代表の 田島 美佳 氏を講師として招聘。ストレッチ、ウォーキング、ステップ
を交えながらエアロビックダンスを学び、運動の楽しむ方法やリズム感を習得した。また、筋力トレ
ーニングについても学んだ。 

 
【独自事業】 

○体育類型活性化プロジェクト 

 ・臨海実習（７月６日～７月８日 ２泊３日） 

  →岩美町陸上の嵐ケ浜海水浴場において実施し、水泳技能の他にも救急法や水上安全法など、体躯類型
しか体験できない学習も行った。 

 ・コンディショニング講習会（６月２日、３日） 

  →日本オリンピック委員会強化スタッフの 澤田 勝 氏を講師として招聘。日頃のトレーニングとコ
ンディショニングのかけ算がパフォーマンスであること、コンディショニング向上がより高いパフォ
ーマンス発揮につながることの重要性を学び、自己管理能力が育成された。 

・バランス改善エクササイズ講習会（１０月１３日、１４日） 

 →日本オリンピック委員会強化スタッフの 澤田 勝 氏を講師として招聘。オリンピック選手も実践
しているバランス能力向上のためのトレーニングを学ぶとともに、フィジカルパーフォーマンズテス
トを行うことで自身の能力を知り、新たな発見ができた。 

 

○「八頭高愛し愛され運動」の推進（地域貢献活動） ※９年目 

 ・地域清掃活動（１回目：６月１０日、２回目：１０月３１日） 

  →通学路約１．５ｋｍの清掃活動（郡家駅、八頭高前駅、八頭町役場等周辺）。 

  →１回目：３４６名、２回目：１９８名の計５４４名参加（前年比３８名増）。  

 ・書道パフォーマンス（書道部） 

  →若桜学園１０周年事業にて書道パフォーマンスを実演。 

 ※介護老人施設きたやまボランティア（執行部）や、吹奏楽部、茶華道部、家庭クラブ等の部活動による
地域に出向いての交流は、新型コロナウイルス感染症の流行により中止した。 

４ 総合所見（成果・評価） 

○競技力向上につながるさまざまな要素を多方面から学び、部活動だけでは身につけることができない取組
を実施することができた。生徒や顧問は、講習会等で得た知識や技術をより高い意識で継続させ、全国大
会等で活躍する結果となっている。 

○様々な地域貢献活動をとおして、多くの生徒が地域への理解を深め、コミュニケーション能力や他者との
協働力の育成に大いに役立っている。また、生徒会執行部員においては、地域連携の中核として必要な行
動力や資質を養うことに寄与している。 

○諸団体が主催・募集するボランティア活動への参加希望者は増加しており、生徒の地域貢献に対する意識
が定着してきている。 

○一方で、ボランティア活動は、部活動単位での参加に依存しているのが現状であるため、今後は生徒が取
り組みたい企画を共に考えていく必要がある。 

※枚数任意 


